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は、現在６５ヶ所の学童保育所がありま

て指定管理者制度により運営されている
所、自主学童クラブとして民設民営によ

いるものが１１ヶ所ありますが、今後は
として、逐次、指定管理者による運営に

予定です。

、今回は、早くから自主学童保育の取り

唐松町会に取材に伺いました。唐松町会
西部の川口町に属し、川口川と北浅川に

街道沿いにあります。
に川口東部町会から独立して以来、４２

つ町会（世帯数 1048）で、今回、お話
町会長の田中好雄さん、副会長の佐藤英

く高瀬邦夫さんです。
運営する唐松学童クラブは、働く親御さ

に入学してからの子どもの放課後が心配、
育所が欲しい。」という切実な願いを町

て、昭和 62 年八王子市から補助金を受
の自主学童クラブとしてスタートしたそ

センター（町会会館）の２階 140 ㎡が

なっており、定員は５２名です。

運営にあたっては、本の「読み聞かせ」や空手の先

生による「作法教室」などを取り入れており、子ども
たちの様子もずいぶん変わってきたとのことです。ま

た、里山ウオッチングなども実施しているそうです。
おやつに地域の方から届けられた地元の野菜など

も使っているそうで、インタビューの私たちも美味し
い「すいとん」をご馳走になりました。「地域の子ど

もは地域で見守る。これが一番いいんだ。私たちは
19 年間運営してきて確信して言える。地域の子ども

は地域が育てるということの必要性をもっと認識す
べきだよ。」と、田中会長は、熱く語ってくれました。

唐松学童クラブは、４月からは「市立からまつ学童
保育所」として公設民営で新たにスタートすることに

なりますが、唐松町会では、それに合わせ「NPO 法
人からまつ」を設立し、指定管理者として同学童保育

所を管理運営することになっています。
また、同時に町

会では「ＮＰＯ法人
からまつ」を積極的

に活用し、「ふれあ
い喫茶からまつ」や

「食事の宅配サー
ビス」、「地域通貨制

度の導入」など、地域住民に役立つさまざまなサービ
スを企画しています。実際の運営に際してはスタッフ

の確保などが必要になりますが、この町会には「県人
会」などよそに見られない組織もあり、地域住人が町

会運営にとても協力的だそうです。お話を伺いながら、
この町会とＮＰＯ法人の今後の活躍が目に見えるよ

うでした。（取材 杉田、植村）

連絡先 八王子市川口町１５６１
電話／ＦＡＸ ０４２－６５４－４１０１

唐松町会 会長 田 中 好 雄

“ 「市立からまつ学童保育所」として新たにスタート”
の子どもは地域で見守る！ 唐松町会の取り組み
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私達の身近に残されている豊かな自然は、かって

は人が生活する場であり、先人たちの文化や知恵を

継承して存続してきました。いま、身近にある谷戸

田や雑木林は人が近寄れないほど荒廃して、日本の

原風景である里山は消滅寸前です。身近にある自然

の豊かさを知らなければ失われていくことも気づく

ことはできません。

『畦っこ元気くらぶ』は、地域に残る身近な自然

の再生を進め、子供や大人が自然体験や自然観察が

できるフィールドづくりを目指して、平成１７年５

月に活動を開始しました。活動拠点の田んぼは２０

年以上も放置され、ここに田んぼがあったとは思え

ないほど潅木が育ち、アズマネザザは背丈を越える

状態でした。夏の作業はブヨ、蚊の大群に悩まされ

苦闘が続きました。そのため、この活動が続けられ

るか心配でしたが、活動を始めて６ケ月を過ぎると

谷戸の風景も変わり、会員の連帯感も強まりました。

翌年４月には、新たな植物も発芽して開花を楽し

みに観察を続けていましたが、蕾も膨らみかけた頃

に盗掘されてしまいました。活動場所では、解決し

なければならない多くの課題が山積みです。

今年 5 月には活動開始から 3 年目を迎え、当初目

標に掲げた春の田植えと秋の収穫祭が実現できるよ

うに、昨年の秋か

ら、田越しや谷戸

田の整備と周辺

の伐採に取り掛

かっています。

今後は、地域、

学校と連携を深め、

自然体験、自然観察

会などのイベントを

通して地域に活動が

定着できるように、

そして、地域の｢環｣

が広がり、多くの会員に支えられた活動が進められ

ることを願っています。

連絡先 畦（あぜ）っこ元気くらぶ 代表者 高野重春

電話 ０４２－６５４－２６８３

E-mail: takano48@mue.biglobe.ne.jp

「里山風景の復元と自然体験できるフィールドづくり」 畦っこ元気くらぶ 代表者 高 野 重 春

（ため池づくり）

（雑木林ササ狩り）雑木林ササ狩り
2

『八王子学生郷土さがし隊！！』は、学園都市のお

やげを研究しており、平成 17 年度より八王子市市

企画事業補助金交付事業を受け、研究・試作をして

ました。学園都市の特色を活かしたおみやげをつく

ため、日々研究をしていたところ、高尾地域に学問

神様として名高い菅原道真公の銅像があることを

りました。そこで私たちは道真公を学園都市八王子

ランドマークに推進してこうとオリジナルキャラ

ター「みちざねくん。」を作成し、八王子市域の大

を受験する高校生やその他勉学に取り組んでいる

たちの応援団として活動しています。

昨年、11 月 18 日・19 日には初の試みである「み

ざねくん。お披露目会～がんばれぇ受験生！～」を

殖大学文化局連合会

ご協力をいただき、高

駅南口にて開催しま

た。18 日には沖縄の

イサーやジャズ音楽、

９日にはあいにくの

候でしたが、チアリー

ディングと学生支援愛好会（応援団）

援パフォーマンスなどを行い総勢１

ました。両日に渡り受験生応援グッズ

鉛筆」の配布や、「みち

ざねくん。」が描かれた
オリジナルミニ絵馬根

付販売、サブキャラクタ

ー「うめちゃん。」パン

や「梅カツサンド」の販

売も行い、市民の方々に

「みちざねくん。」を知

ってもらういい機会となりました。ま

八王子市域の大学や高尾名店街のご

「みちざねくん。Ｎavi」も発行しま

くん。お披露目会～がんばれぇ受験生

市民の方々と学生の交流の場の必要

感じました。

連絡先 八王子学生郷土さがし隊！

代表者 吉 田 健

E-mail: michizanekun802

「学園都市八王子のおみやげを研究しよう！」 八王子学生郷土さがし隊！！ 代表者
の
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受験生への応

団体が参加し

金のごーかく

開催にあたり

力をいただき

。「みちざね

～」を通して

をあらためて

yahoo.co.jp

吉 田 健 人
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アクティブ市民塾の開催案内

アクティブ市民塾の開催

アクティブ・カフェの開催

実施済みイベント事業（１１月～１２月）
○日 時：11 月 25 日（土） 10：30～12：30

場 所：支援センター
テーマ：「国際協力の現場から

・・・少数民族を通して教育をみつめる」
講 師：池田 晶子氏（NPO 法人２１世紀協会 理事長）

○日 時：12 月 16 日（土） 10：30～12：30
場 所：支援センター
テーマ：「日本語学習支援を通じた国際交流」
講 師：芳地 由起子氏（八王子にほんごの会 代表）

佐々木 俊郎氏

上記のお問合せ・お申込み：市民活動支援センター
電話 ０４２－６４６－１５７７
FAX ０４２－６４６－１５８７

日 時：1 月 20 日（土）13：30～16:30
場 所：横山南市民センター 参加費 ５００円
テーマ：「男の料理とスローフードについて語り合おう！」
講 師：河津由美子氏（男の料理教室「ポパイの会」 代表）
内 容： 誰でも好きな昔懐かしい「大学いも」と「蒸

しパン」を実際につくり、試食しながら、食
がおろそかにされている最近の食文化、食育
・スローフード・地産地消などについて学び、
皆で語り合います。

日 時：
場 所：支援センター

テーマ：
講 師：

内 容：

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
！

支
援
セ
ン
タ
ー
長

春

田

博

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
に
指
定
管
理
者
の
認
定
を
受
け
、
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
一
同
に
と
っ
て
、
新
た
な
門
出
の
年
に
な

り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
と
し
て
の
運
営
体
制
づ
く
り
と
セ
ン
タ
ー

機
能
の
強
化
や
内
部
管
理
体
制
の
整
備
等
を
目
的
に
、
市

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
縁
団
体
、
各
種
中
間
機
関
、
大
学
や
行

政
と
の
相
互
協
力
、
協
働
活
動
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
「
共

生
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
の
推
進
を
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き
、
新
た
な

体
制
基
盤
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
都
内
で
も
数
少
な
い
公
設
民
営
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
多
数
の
地
方
議
員
の
視

察
や
行
政
関
係
者
等
の
見
学
来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

交
換
の
中
で
は
、
公
益
性
を
尊
重
し
、
か
つ
「
民
」
な
ら

で
は
の
特
質
と
し
て
、「
発
想
」「
柔
軟
性
」「
市
民
性
」「
連

帯
性
」
に
対
す
る
評
価
を
い
た
だ
き
、
期
待
度
の
高
さ
を
、

あ
ら
た
め
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
八
王
子
市
で
は
、
市
民
参
加
の
し
く
み
づ
く
り

と
し
て
、「
市
民
参
加
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
て
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
団
塊
世
代
等
を
対
象
に
地

域
参
加
を
支
援
し
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

策
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
公
民
連
携
の
担
い
手
と
し
て
、
積
極
的

に
支
援
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
独
自
施
策
と
し

て
も
、
相
談
業
務
の
充
実
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
発

揮
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
、
協
働
と
情
報
発
信
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

支
援
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支援センターからのお知らせ

合いましょう。
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日 時：2 月 17 日（土）１３：３０～1５：３０
場 所：横山南市民センター 参加費 ５００円
テーマ：「楽しい吹き矢で健康増進・ストレス解消！」
講 師：渡辺重男氏

（「八王子健康レクリェーション吹き矢の会」 代表）
内 容： 最近、吹き矢の健康法が市民活動団体で

も注目されています。吸い込んだ空気を一
気に吐き出す呼吸法は、腹式呼吸で心肺機
能の強化や集中力アップなど心身両面の
健康に役立つそうです。吹き矢を体験し、
コーヒーを飲みながら健康について話し
開

場

申

紹
い

ア

「お父さんお帰りなさいパーティー」に
参加しませんか！

＊＊＊ あなたの経験、地域の財産 ＊＊＊

年で５年目を迎える「お父さんお帰りなさいパーテ
」が 2 月に行われます。

年、ＮＨＫの全国放送で紹介され一躍有名になった
父さんお帰りなさいパーティー」は、定年退職者の

んに地元八王子で、新しい仲間と地域活動をして頂
と企画しました。

王子には
面にわた

会貢献活
体が数多

ります。
年前後の

男女を問
、ぜひ皆

の経験を
の活動で活かしてください。

催日時：2 月 24 日（土）午後 1 時３０分～５時３０分

所：南大沢市民センター（京王相模原線南大沢駅
から徒歩 5 分、イトーヨーカ堂前）

し込み：電話・ＦＡＸ 042－646－1626
八王子市民活動協議会へ

介希望の団体、パンフレットへの掲載希望団体はお

合わせ下さい。）

クティブ市民塾、アクティブ・カフェのお問合せ、
お申込みは、市民活動支援センターへ

電話 ０４２－６４６－１５７７
FAX ０４２－６４６－１５８７



市民活動団体のイベント情報

070-5565-1123
名 称 「第 6 回みなみ野冬のイルミネーション」
日 時 12 月 9 日（土）～1 月 12 日（金）

17：00～24：00

内 容 八王子みなみ野駅周辺に季節感のある、に
ぎわいを創出するため、みなみ野シティの住

民、企業、周辺大学等の協力を得て、イルミ
ネーションの演出を行っています。

地域の方々が参加する手作りのイ
ルミネーションのイベントです。こ

のイベントは今年で 6 回目となり、
多くの方が来場する、みなみ野シテ

ィの冬の風物詩として定着してき
ました。

会 場 ＪＲ八王子みなみ野駅西口
主 催 ＮＰＯ法人 生活デザインセンター

問合せ先 電話／FAX 042-782-4948
Mail：dccl@nifty.com
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ボランティア募集のお知らせ

支援センターでは、公益的市民活動について、ボラ
ンティアしたい方、市民活動団体に参加したい方、団
体運営やＮＰＯ法人化の情報が欲しい方などからの
相談を随時受け付けています。

また、弁護士、税理士、行政書士、社会保険労務士
による専門相談も予約制で随時受け付けています。

どうぞお気軽にお問い合わせください。
電話 ０４２-６４６-１５７７

市民活動相談、お気軽に！

E-mail hachioji@eii.jp

電話 042－621-4781
※ 市民活動通信は、年６回（1 月、3 月、5 月、7
月、9 月、11 月）発行し、市内各駅の広報スタン
ドや市民センター等の公共施設で配布しているほ
か、支援センターのウェブサイトでもご覧いただけ
ます。お気づきの点は、支援センターへご連絡下さい。
URL http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/shien-center
名 称 「第１１回生涯学習サロン」
日 時 2 月 22 日(木) (開講式)

3 月～4 月第 2・第 4 木曜日 14：00～16：10
5 月 24 日(木) (閉講式)

内 容 社会、郷土、趣味、歴史、文化、などに関す
る４講座があり、その中から１講座を選択

会 場 八王子エルシィ 電話・FAX 623-2111
参加費 ￥3,000 講座毎に茶菓子代 ￥1,000

バス野外研修 ￥5,000
定 員 75 名 （先着順）

申込方法 ハガキ、電話、FAX で
東京八王子プロバスクラブ事務局

〒192-0056 八王子市追分町１０-１５
電話/FAX 042-626-4343

主 催 東京八王子プロバスクラブ
後 援 八王子市、八王子市教育委員会、

東京八王子南ロータリークラブ
問合せ先 東京八王子プロバスクラブ事務局
名 称 「日本語教師一日体験講座」
日 時 １月 14 日（日） 13：00～15：00

１月 17 日（水） 10：00～12：00

内 容 日本語だけで日本語を教える利点とその
方法を授業の実演を交えてご紹介します。

一日で日本語教育の基礎が学べます。
日本語教師、国際活動にご興味がある方は、

ご参加下さい。
会 場 EII 教育情報研究所 八王子支所

参加費 1,000 円
定 員 10 名

申込方法 電話 FAX E-mail にて随時受付
主 催 ＮＰＯ法人 全国日本語教師会八王子支部

問合せ先 電話 042-631-0020
FAX 042-631-0021
名 称 デイサービスの送迎車ドライバー募集
勤 務 地 ひだまりの家

八王子市千人町 2－17－16

勤務時間 午後 3 時１５分～6 時（2 時間半）

月・火・木・金曜日

応募資格 62 歳位まで、要普通免許（二種免許歓迎）

安全運転に自信のある方

給与：時給 1,000 円 交通費支給 有給休暇あり

問合せ先 NPO 市民ユニットりぼん
名 称 「パソコンとインターネット祭り in 八王子」
日 時 ２月１８日（日）１３：３０～１６：００
内 容 パソコンとインターネットの楽しさ・便

利さ、また使用する際に気をつけなければ
ならないことなどを、様々な催しを通じて
お伝えしたいと思っております。

会 場 クリエイトホール１０階 第２学習室 ほか
参加費 無料
申し込み 不要（当日会場にお越し下さい。）
問合せ先 情報ボランティアの会（八王子）
電話 ０４２-６４６-１５７７ FAX ０４２－６４６－１５８７


